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１．研究の動機および仮説 

動機 

１年次の実験で、アカムシのだ腺染色体をはっ

きり観察できた人が少なかった。教科書や図説を

調べたところ、だ腺の取り出しや固定などの方法

に違いがあることがわかった。それぞれの方法を

試して最適な方法を確立しようと思った。 

仮説 

観察できない原因として、だ腺の取り出しがう

まくいかない、だ腺と他の組織を見分けることが

できないという技術的な課題と、だ腺が染色され

ない、ＤＮＡとＲＮＡが染め分けられないという

固定・染色条件が考えられる。これらを解決する

ことで、うまく観察できるのではないかと考え、

その方法を見つけることにした。 

               

２．研究の方法と経過 

（１）他校の実態調査 

９つの高校に通う友人に聞き取り調査を行い、使

用している教科書の種類とだ腺染色体の実験の有

無や時期などを調べた。実験を実施していない学

校も４校あり、全員が観察できたという学校は無

かった。 

（２）実験方法を調べる  

次の①～③の項目について教科書と図説を調べた。 

① だ腺の取り出し 

・体節をピンセットで押さえ、柄付き針などで頭

部を引き抜く（実教出版・浜島書店） 

・頭部を柄付き針で押さえ、ピンセットで体節を

引き抜く（数研出版） 

・頭部を引き抜く（啓林館・東京書籍） 

・記載なし（第一学習社） 

②  固定・染色 

さまざまな方法を試したが、次のａ～ｅの５つの

方法についてプレパラートを作成し観察すること

にした。染色液は、いずれもメチルリーン・ピロ

ニン溶液を用いた。メチルグリーンはＤＮＡを青

緑にピロニンはＲＮＡを赤桃色に染めるので、パ

フが赤桃色に染め分けられる。 

ａ 固定なし染色８分    

ｂ 45％酢酸１分固定・洗浄なし染色５分 

ｃ 45％酢酸１分固定・洗浄２回染色５分 

ｄ １mol／Ｌ塩酸１分固定・洗浄なし染色５分 

ｅ １mol／Ｌ塩酸１分固定・洗浄２回染色５分 

③ 押しつぶし 

・プレパラートの上にろ紙を置き、親指で押しつ

ぶす(実教出版・第一学習社） 

・カバーガラスをかけて押しつぶす(浜島書店） 

・プレパラートを２つに折ったろ紙にはさみ、親

指の腹で上から静かに押しつぶす(数研出版） 

・ろ紙をのせて軽く押しつぶす(啓林館・東京書籍） 

（３）アンケート調査 

自分たちが試した方法でうまく観察できたかアン

ケート調査を行う。 

 

３．研究の結果 

①～③の項目について最適な方法を確認し実験プ

リントを作成した。選択生物を履修している３年

生に協力してもらい実験を行った。観察できない

原因として、だ腺を取り出すことができないこと

やだ腺を見分けることができずに別の組織を染色

していることが分かった。このため、実験操作に

ついての動画を作成し、だ腺の取り出しや見分け

方がうまくできるよう工夫した。 

①だ腺の取り出しと見分け方 

（取り出し） 

白い紙の上で、利き手側に柄付き針をもち頭部を

引き抜く方法が最も取り出しやすい。 

 

（見分け方） 

白い紙の上から黒い実験机の上にスライドガラス

を移動すると透明なだ腺が見分けられる。 

 

 



②固定・染色 

   

写真１ 固定なし  写真２ 塩酸固定（洗浄なし） 

  

写真３ 酢酸固定（洗浄なし） 

a～e の方法でプレパラートを作成・観察した結果、

以下のことが分かった。 

・固定したほうが染色体の輪郭や横縞がはっきり

観察できる。 

・酢酸よりも塩酸のほうが染色体の輪郭がはっき

りするが、パフが染まりにくくなる。 

・固定後に洗浄したが方が染まりやすいが、手順

が複雑になり時間がかかる。 

以上の結果から、ｂ45％酢酸１分固定・洗浄なし

染色５分を最適な方法とした。 

③押しつぶし 

カバーガラスの上にろ紙をのせ、中心を親指で軽

く押し広げる。ろ紙を外しカバーガラスの上から

つまようじで中心から「の」の字を書くように細

かくたたきながら押し広げていく。 

 

プレパラートが作成できても顕微鏡でだ腺染色体

を探せない生徒がいた。だ腺の細胞と他の組織を

見分けられるよう工夫した。 

アンケートの結果 

１年１組～６組のアンケート結果 

だ腺の取り出し 

  うまく取り出すことができた    98％ 

  だ腺を見分けることができた    93％ 

観察 

  染色体が観察できた        100％ 

  染色体の縞模様が確認できた    93％ 

  ＤＮＡとＲＮＡが染め分けられた  93％ 

実験プリント・動画 

  プリントは分かりやすかった    100％ 

  動画があったほうが分かりやすい  100％ 

実験を行った先生の感想 

・だ腺の取り出しが短時間でスムーズだった。 

・別の組織を固定した生徒が少なかった。 

 

４．考察 

・アンケート結果と先生の感想から、だ腺の取り

出しと見分け方ができれば、ほとんどの生徒が

うまく観察できることが分かった。動画で説明

したことで操作方法を具体的に理解してもらう

ことができたので、失敗する生徒が少なかった。

以上のことから、プリントだけでなく動画を使

って説明するほうがより具体的にイメージが伝

わり実験の成功率があがると考えた。 

  

５．反省と課題 

同じ条件でも染色の状態に差が見られたが、そ

の原因が何であるかは分からなかった。飼育環境

や季節などアカムシの個体差によるものなのかそ

れ以外に要因があるのか確認したい。なお実験に

用いるアカムシは新鮮なものが良いとされている

が、飼育３か月以上でも問題なく観察できた。 

 実験では、45％酢酸を固定液として使用したが、

固定液の濃度による違いは確認しなかった。今後、

最も適した濃度を調べていきたい。 
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